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第
二
関
門
橋
か
ら
下
関

北
九
州
道
路
さ
ら
に
安

倍
・
麻
生
道
路
と
名
前

を
変
え
て
き
た
「
ム
ダ

な
巨
大
開
発
橋
」
が
統

一
地
方
選
最
終
盤
に
遂
に
忖
度
道
路

と
な
り
ま
し
た
◆
国
交
省
の
副
大
臣

が
安
倍
総
理
と
麻
生
副
総
理
の
思
い

を
「
忖
度
」
し
て
建
設
を
決
め
た
と

発
言
し
た
が
、
必
要
性
も
採
算
性
も

な
い
「
ム
ダ
な
橋
」
の
建
設
費
や
維

持
費
は
、
国
の
税
金
で
あ
り
私
た
ち

市
民
の
血
税
で
す
◆
北
橋
市
長
は
建

設
推
進
派
で
す
が
「
政
治
の
私
物

化
」
で
進
め
ら
れ
る
忖
度
道
路
を
、

素
直
に
受
け
入
れ
る
の
か
（
赤
子
）

　

市
職
労
は
４
月
１
日
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
新
規
採
用
職
員
に
組
合

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
新
規
採
用
職
員
向
け
に
作
成
し
た
、
市

職
労
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
、
研
修
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
兼
加
入
届

け
等
を
配
布
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
組
合
員
を
代
表
し
て
５
名

が
、
組
合
加
入
の
訴
え
を
し
ま
し
た
。

　

今
職
場
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
・

人
員
不
足
・
年
休
が
と
り
づ
ら
い
・

昇
任
試
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
課
題
を
改
善
す
る

た
め
に
は
多
く
の
声
が
必
要
で
す
。

新
規
採
用
職
員
の
皆
さ
ん
の
力
が
重

要
で
す
。
組
合
に
加
入
し
て
み
ん
な

で
一
緒
に
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
職
労
に
加
入
す
る
と
、
市
役
所

の
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
先
輩
た
ち
と

の
横
な
つ
な
が
り
や
、
他
都
市
の
青

年
と
の
交
流
、
掛
け
金
の
安
い
共
済

に
加
入
で
き
る
な
ど
た
く
さ
ん
の
プ

ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
新
規
採
用
職
員
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
簡
単
な

ア
ン
ケ
ー
ト
で
し
た
が
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
皆
さ
ん
が
働
き
や
す

い
職
場
に
な
る
よ
う
改
善
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
そ
の
場
で

組
合
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
た
新
規

採
用
職
員
の
み
な
さ
ん
先
輩
組
合
員

が
声
を
か
け
に
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
身

で
気
に
な
る
こ
と
、
も
っ
と
知
り
た

い
こ
と
が
あ

れ
ば
い
つ
で

も
組
合
に
相

談
し
て
く
だ

さ
い
。
市
職

労
は
、
組
合

未
加
入
者
の

方
に
つ
い
て

も
組
合
加
入

を
訴
え
ま
す
。

　

又
、
市
職

労
は
新
規
採

用
職
員
並
び

に
青
年
の
方

々
を
対
象
に
左
記
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１．組合加入者及び組合加入希望者の

新規採用職員を対象に組合説明会

＆歓迎会を行います。

日　時　５月 15 日（水）18 時 15 分より

場　所　満腹村（小倉北区魚町 1-4-16）

会　費　新規採用職員　無料

　   　   新規採用職員以外　2,000 円

２．青年組合員を対象に全国の青年の

仲間と共に北九州で学習会を行い

ます。

名　称　「第６回青年自治研集会 in

　　　　　北九州」

日　時　６月１日（土）１４時～

　　　　６月２日（日）１２時まで

会　場　西日本総合展示場

　　　　ＡＩＭ　会議室等

テーマ　住民のため、自分のため

　　　　いい仕事とはなんだろう　

２
０
１
９
年
度　

新
採
職
員
組
合
説
明
会

入
職
お
め
で
と
う
！

説
明
を
聞
く
新
採
職
員



　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
経
済
政
策

か
ら
約
６
年
、
株
価
は
３
倍
、
為

替
も
２
倍
と
な
り
、
大
企
業
と
富

裕
層
は
、
ま
さ
に
荒
稼
ぎ
と
言
え

る
状
況
で
す
。

　

労
働
者
・
国
民
は
と
い
う
と
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
労
働
者
の
賃
金

が
上
が
り
続
け
て
い
た
と
の
安
倍

政
権
の
主
張
が
、「
毎
月
勤
労
統

計
調
査
」
の
不
正
が
明
ら
か
と
な

り
、
実
は
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

貧
困
層
が
増
大
し
て
い
る
の
が
現

実
で
す
。

 
 

増
大
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

　

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
労
働

者
が
、
非
正
規
を
中
心
に
１
０
８

５
万
人
で
、
12
年
連
続
で
１
０
０

０
万
人
を
超
え
る
高
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。
※
表
１

　

こ
の
間
、「
結
婚
の
壁
」
と
言

わ
れ
る
年
収
３
０
０
万
円
以
下
の

労
働
者
が
増
え
た
の
に
対
し
５
０

０
万
円
以
上
の
「
中
間
層
」
の
減

少
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
※
表
２

　

雇
用
の
悪
化
で
貧
困
線
が
年
々

低
下
し
、
貧
し
い
も
の
は
よ
り
貧

し
く
な
っ
て
い
る
実
態
が
見
ら
れ

ま
す
。
※
表
３

 
 

肥
大
化
す
る
富
裕
層

　

一
方
、
富
裕
層
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
１
０
０
万
ド
ル
（
約
１
億

１
３
０
０
万
円
）
以
上
の
資
産
を

持
つ
人
は
、
日
本
に
２
６
９
万
人

も
い
て
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
２

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
一
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

孫
社
長
で
金
融
資
産
２
兆
２
９
３

０
億
円
で
す
。
※
表
４
・
５

　

こ
れ
は
国
民
一
人
当
た
り
の
預

貯
金
額
の
16
万
人
分
に
相
当
し
ま

す
。
彼
ら
の
富
の
源
泉
は
、
自
社

株
の
上
昇
と
配

当
金
で
す
。

　

大
株
主
は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
り
、
数
千

億
単
位
で
資
産

を
倍
増
さ
せ
た

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
数

10
億
と
言
わ
れ

る
配
当
金
へ
の

税
率
は
僅
か
10

％
で
す
。

　

さ
ら
に
大
企

業
の
役
員
報
酬
は
、
急
増
し
て
い

て
広
が
る
格
差
と
貧
困
解
決
に
は
、

大
幅
な
賃
上
げ
と
消
費
税
増
税
で

は
な
く
、
富
裕
層
や
大
企
業
へ
の

応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
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年収200万円以下
ワーキングプア人数
ワーキングプア率

1,085万人
21.9％

［１］ワーキングプア12年連続1000万人超

（万円）

（年）
（注）「相対的貧困率」とは、国民の可処分所得の「中央値」の半分（貧困線）
　　に満たない人の割合。うち 18 歳未満の割合を「子どもの貧困率」という。
資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（2016 年版）
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貧困線

［３］貧しい者はより貧しく―低下する貧困線
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（注１）貯蓄なし世帯は、総数のうち「２人以上世帯」の割合
（注2）富裕層は 100 万㌦以上の投資可能な資産保有者。
　　　2012 年の 360 万人は円高（１ドル＝80 円）が反映したもの。
資料：金融公報中央委員会「家計の金融行動に関する世論調査」。
　　　クレディ・スイス「グローバル・ウェルス・レポート」各年版
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1997年

［５］億万長者ランキング、トップ10
順
位 氏名 企業名 資産額

（億円）
平均額換算
（人分）

1 孫　　正義 ソフトバンクＧ 2兆2930 15万 6900
2 柳井　　正 ファーストリティリング 2兆 0210 13万 8300
3 佐治　信忠 サントリーＨＤ 1兆8850 12万 9000
4 滝崎　武光 キーエンス 1兆8430 12万 6100
5 森　　　章 森トラスト 6910 4万 7300
6 永守　重信 日本電産 5760 3万 9400
7 三木谷浩史 楽天 5660 3万 8700
8 高原慶一郎 ユニ・チャーム 5450 3万 7300
9 似鳥　昭雄 ニトリＨＤ 5030 3万4400
10 毒島　秀行 ＳＡＮＫＹＯ（パチンコ） 4820 3万3000

（注 1）「企業名」末尾の「Ｇ」はグループ、「ＨＤ」はホールディングスの略。
（注 2）「平均額換算（人分）」は、個人金融資産総額（1848 兆円）の1人当た
        り平均 1461 万円で除したもの。
資料：フォーブスジャパン「日本の富豪・トップ 50人」2018 年版より

広
が
る
格
差
格
差
と
貧
困
貧
困

春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢（
2
）



　

今
月
の
６
９
行
動
は
、
９
日

（
火
）
に
６
人
参
加
し
ま
し
た
。

９
条
の
会
の
活
動
に
参
加
し
て
い

る
と
い
う
方
な
ど
が
、
足
を
止
め

署
名
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
近
隣
の
築
上
町
で
は
、

日
米
再
編
に
よ
る
日
米
共
同
訓
練

が
実
施
さ
れ
て
い
る
築
城
基
地
の

拡
張
計
画
で
、
滑
走
路
の
延
長
、

航
空
燃
料
タ
ン
ク
の
増
設
な
ど
が

明
ら
か
に
な
り
、
防
衛
省
は
今
回

の
基
地
拡
張
計
画
を
昨
年
の
早
い

時
期
か
ら
準
備
し
な
が
ら
、
地
元

自
治
体
・
議
会
、
ま
た
住
民
に
も

隠
し
た
ま
ま
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
す
す
め

る
戦
争
に
、
日
本
を
参
戦
さ
せ
る

も
の
で
憲
法
違
反
で
す
。
こ
の
行

動
に
反
対
す
る
集
会
が
６
月
２
日

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
を
守

る
集
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

これだけは知って
労働組合の役割③

連 載

９条の会９条の会

　

前
回
ま
で
、
賃
金
や
８
時
間
労

働
に
つ
い
て
記
述
し
ま
し
た
が
、

近
年
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
も
大
切

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
17
年
度
の
「
個

別
労
働
紛
争
解
決
制
度
の
施
行
状

況
」
に
よ
る
と
全
国
の
労
働
局
・

監
督
署
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
「
総

合
労
働
相
談
件
数
」
は
１
１
０
万

件
以
上
で
、
そ
の
中
で
「
民
事
上

の
個
別
労
働
紛
争
」
が
25
万
件
の

う
ち
「
い
じ
め
・
い
や
が
ら
せ
」

が
６
年
連
続
で
ト
ッ
プ
の
７
万
２

０
６
７
件
（
前
年
比
１
・
６
％
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

17
年
度
の
「
過
労
死
等
の
労
災

補
償
状
況
」
に
よ
れ
ば
、「
精
神

障
害
」
の
労
災
認
定
が
急
増
し
て

お
り
、「
い
や
が
ら
せ
・
い
じ
め
、

ま
た
は
暴
行
を
受
け
た
」
が
一
番

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た
」
も
多

く
、
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根

絶
し
て
い
く
こ
と
が
緊
急
か
つ
最

大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
の
な
い
職
場
に

　

北
九
州
市
の
非
常
勤
職
員
だ
っ

た
女
性
が
、
上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
が

原
因
で
自
殺
し
た
と
両
親
が
訴
訟

を
起
こ
し
、
裁
判
所
の
決
定
で
市

の
調
査
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
調
査

で
上
司
が
威
圧
的
に
言
っ
て
い
た

と
の
証
言
が
あ
る
が
、
市
は
訴
訟

な
ど
で
上
司
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
は

な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
上
司
が

部
下
に
対
し
て
優
越
的
な
パ
ワ
ー

を
行
使
出
来
る
職
場
で
あ
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
に

す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
職
場

で
お
か
し
い
な
と
思
わ
れ
た
ら
、

市
職
労
に
疑
問
や
ご
意
見
を
お
寄

せ
下
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
18
年
３
月

「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
に
つ
い
て
の
検
討
会
報

告
書
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
、
法
的
規
制
が
不
十
分
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し

法
的
に
規
制
し
、
労
働
者
の
人
間

と
し
て
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
言
動

や
行
為
を
広
く
禁
止
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
で
働
く

一
般
評
議
会
の
み

な
さ
ん
。
組
合
に

加
入
し
て
い
る
特

典
を
実
感
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

左
記
の
と
お
り
、
家
族
参
加
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
１
家
族
２
名
を
応

募
上
限
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

気
軽
な
気
持
ち
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
日
時　

６
月
16
日

（
日
）
13
時　

試
合

開
始　

☆
場
所　

ヤ

フ
オ
ク
ド
ー
ム
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ

シ
ー
ト
）　

☆
参
加
費　

無
料　

☆
募
集
人
員　

10
名
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
☆
現
地
集
合
・

現
地
解
散
（
交
通
費
は
各
自
で
負

担
し
て
く
だ
さ
い
）

　

当
日
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
シ
ー
ト

で
食
事
が
で
き
ま
す
（
バ
イ
キ
ン

グ
食
べ
放
題
）。

応
募
締
め
切
り　

５
月
31
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

市
職
労
本
部

５
８
２
ー
４
１
８
１

（
内
線
）
２
８
１
５

評議会
だより プ

ロ
野
球

　

 

観
戦
ツ
ア
ー

ソ
フ
ト
バ
ン
ク 

対 

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

一
般
評
議
会

募 集

＊必ず組合員と家族のペア　若しくは　組合員一人か二人のみ　のどちらかで応募してください。
　（一般評議会の組合員以外は、申し込みできません。）

参加者氏名 性別 年齢 続柄 代表者　住所　及び　連絡先

（代表者所属）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（代表者住所）　〒

（連絡先）　ＴＥＬ



　

平
成
最
後
の
辞
令
を
受
け
た

（
る
）
皆
様
、
新
し
い
環
境
で
心
機

一
転
！
変
わ
ら
な
か
っ
た
皆
様
も
、

令
和
を
機
に
心
機
一
転
！
10
連
休

中
に
構
想
を
練
っ
て
み
て
は
？
ぜ

ひ
文
化
系
の
何
か
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
！ ＊

イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

シ
ネ
コ
ン
は
春
興
行
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
映
画
が
順
次
公
開
中
。
お
ス

ス
メ
は
原
恵
一
監
督
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
ア
ニ
メ
「
バ
ー
ス
デ
ー
・
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
（
26
日
公
開
）

と
テ
ィ
ム
・
バ
ー
ト
ン
監
督
に
よ

る
実
写
化
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ダ

ン
ボ
」
（
公
開
中
）
。
定
番
ア
ニ

メ
や
ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ

も
。
お
好
き
な
も
の
を
ど
う
ぞ
。

　

小
倉
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド
は
、
時
々

ｏ
ｈ
ー
と
言
う
映
画
を
や
っ
て
く

れ
ま
す
。
今
月
は
公
開
中
の
「
サ

タ
デ
ー
ナ
イ
ト
・
チ
ャ
ー
チ
夢
を

歌
う
場
所
」
と
26
日
公
開
の
「
天

国
で
ま
た
会
お
う
」
。
前
者
は
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
々
を
支
援
す
る
教

会
を
描
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
タ
ッ

チ
の
ア
メ
リ
カ
映
画
で
、
後
者
は

第
一
次
大
戦
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
人

帰
還
兵
２
人
が
企
て
た
大
胆
な
詐

欺
事
件
を
描
い
た
セ
ザ
ー
ル
賞
５

冠
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
で
す
。
さ
ら

に
、
11
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
起
き

た
戦
慄
の
無
差
別
乱
射
テ
ロ
事
件

を
映
画
化
し
た
「
ウ
ト
ヤ
島
、
７

月
22
日
」
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
通
い

が
忙
し
い
！

　

最
後
に
昭
和
館
。
５
月
４
日
か

ら
２
週
間
「
私
は
マ
リ
ア
・
カ
ラ

ス
」
と
「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー　

オ
ー

ル
ウ
ェ
イ
ズ
・
ラ
ブ
・
ユ
ー
」
の
２

本
立
て
は
フ
ァ
ン
必
見
。
二
人
の

歌
姫
の
素
顔
に
迫
る
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
を
北
九
州
初
公
開
！
現
在

上
映
中
の
日
本
映
画
「
空
飛
ぶ
タ

イ
ヤ
」
と
「
検
察
側
の
罪
人
」
は
見

逃
し
た
方
に
は
お
得
な
２
本
立
て
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

４
月
は
２
０
１
７
年
チ
リ
他
合
作

映
画
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ウ
ー
マ
ン
」。

チ
リ
の
首
都
サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
で
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

の
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
歌

う
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
マ
リ
ー
ナ
。
彼

女
の
愛
と
尊
厳
の
物
語
を
ぜ
ひ
！

21
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

　
　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

22
日
（
月
）
19
時
小
倉
昭
和
館
１

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
古
代
編

古
代
編  

⑨⑨

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

太
宰
府
と
対
決
し
て
い
く
中
で

遂
に
大
神
邦
俊
は
門
司
関
を
襲
撃

さ
せ
ま
す
。
太
宰
府
か
ら
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
大
神
邦
俊
か
ら
差
し

向
け
ら
れ
た
賊
達
は
門
司
関
を
焼

き
、
兵
士
や
門
司
別
当
を
殺
害
し
、

関
の
武
器
や
追
船
を
掠
奪
し
た
と

あ
り
ま
す
。
賊
は
神
人
た
ち
に
動

員
さ
れ
た
瀬
戸
内
海
の
武
装
勢
力

（
海
賊
）
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
兵

士
が
警
護
す
る
官
庁
を
襲
う
な
ど

考
え
づ
ら
く
門
司
別
当
佐
伯
良
方

も
油
断
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

報
告
を
受
け
た
藤
原
道
長
は
、

陣
定
め
（
評
定
）
を
行
い
ま
す
が

宇
佐
八
幡
宮
司
に
は
言
及
す
る
こ

と
な
く
門
司
関
の
速
や
か
な
修
復

を
命
じ
て
い
ま
す
。
八
幡
神
の
神

威
が
勝
り
大
宰
帥
平
惟
仲
も
罷
免

さ
れ
、
宇
佐
八
幡
宮
側
の
全
面
勝

訴
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
に
よ
り
、「
門
司
」

は
「
門
司
関
」
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す　

平
安

後
期
に
は
「
門
司
関
」
は
「
も
じ

の
関
」
と
歌
に
も
詠
ま
れ
、「
彦

山
流
記
」と
い
う
縁
起
書
に
は「
九

州
関
守
門
司
別
当
」「
門
司
関
大

筑
紫
舟
十
二
艘
聚
着
」
な
ど
と
あ

り
、
九
州
の
関
津
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
門
司
関
」
で
は
大
宰
府
公
認

の
「
勘
過
料
」
と
称
す
る
関
料
が

関
門
海
峡
を
通
過
す
る
船
舶
か
ら

徴
収
さ
れ
、
港
湾
施
設
の
維
持
管

理
や
警
護
兵
の
費
用
に
充
て
ら
れ

ま
し
た
。
荘
園
な
ど
の
私
領
の
増

加
に
よ
っ
て
関
門
海
峡
を
通
過
す

る
船
舶
も
次
第
に
多
く
な
り
、
大

宰
府
直
轄
機
関
と
な
っ
た
「
門
司

関
」
で
関
料
徴
収
が
妥
当
な
も
の

と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

中
央
で
は
王
朝
貴
族
文
化
が
栄

え
、
古
代
律
令
制
も
崩
壊
し
て
い

く
中
で
、
地
方
で
は
、
私
有
地
を

自
ら
守
る
た
め
の
武
士
団
が
成
長

し
、
平
氏
や
源
氏
の
よ
う
に
中
央

政
権
と
つ
な
が
る
武
家
が
武
力
を

背
景
に
抬
頭
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
平
安
末
期
に
は
平
氏
に

よ
る
武
家
政
権
が
成
立
し
、
中
世

の
幕
開
け
と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

―
４
月
―

●
27
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）

　
【
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
集
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分

―
５
月
―

●
３
日
（
金
）
13
時
～
15
時

　
【
北
九
州
憲
法
集
会
】

　
「
沖
縄
か
ら
『
民
意
』を
問
う
」

　

講
師　

沖
縄
国
際
大
学

　

大
学
院
教
授 

前
泊 

博
盛 

氏 

　
　

   　
　

ム
ー
ブ
２
Ｆ
ホ
ー
ル

●
18
日
（
土
）
～
19
日
（
日
）

　
【
労
安
学
習
会　

第
５
回
課
題

 

別
セ
ミ
ナ
ー　
「
感
情
労
働
と   

  

健
康
権
」】          

ム
ー
ブ

第90回第90回北九州北九州
統一メーデー統一メーデー
５月１日（水）10時～

勝山公園
図書館横広場

４
月
23
日（
火
）
18
時
15
分
か
ら

市
立
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

第
390
回
中
央
委
員
会


